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⑸ (x¡ 6)(x+ 3) = 3x¡ 9

x2 ¡ 3x¡ 18 = 3x¡ 9

x2 ¡ 6x¡ 9 = 0

(x¡ 3)2 = 0

x = 3

⑹ x個より y人に 5個ずつ配る個数のほうが多い．よって

x < 5y

⑺ y = ax2 の xの値が 2から 6まで増加したときの変化の割合は

62a¡ 22a
6¡ 2

=
a(62 ¡ 22)
6¡ 2

=
a(36¡ 4)
4

=
32a
4
= 8a

これが 4に等しいので

8a = 4

a = 4
8
=
1
2

【変化の割合の公式】� �
y = ax2 の関数で，xが pから qまで変化するときの変化の割合は

ap2 ¡ aq2

p¡ q =
a(p2 ¡ q2)
p¡ q =

a(p+ q)����(p¡ q)
���p¡ q = a(p+ q)

で求めることができる．
⑺にこの公式を用いると，方程式 a(2 + 6) = 4を解けばよいということになる．� �

⑻ r = 5; 表面積 S = 4¼r2 より

4¼£ 52 = 4¼£ 25

= 100¼ (cm2)

⑼ ACと BDの交点を Eとする．
円周角の定理より

ÎEDC = ÎBDC = ÎBAC

= 37± ÝÝ①

また4ABCにおいて

ÎACB = 180± ¡ (37± + 92±) = 51±

よってÎECB = 51±．
これより

ÎECD = 120± ¡ 51± = 69± ÝÝ②

①, ②より，三角形の外角の性質から

Îx = ÎEDC+ÎECD = 37± + 69±

= 106±

⑽ ① ÎXOYの角の二等分線を作図する．
② 点 Aから①の線分への垂線を作図する．
③ 線分①と②の交点を Pとする．

　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　②, ③
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C
⑴ 1粘性は 35人なので，中央値が含まれる階級は下から 18番目の生徒が入る階級である．
よって，「20分以上 30分未満」の階級になる．
通学時間が 30分のたろうさんは「30分以上 40分未満」の階級に入るので，Bチームになる．
Ans: ① : 20; ② : 30; ③ : B

⑵ 1年生の「30分以上 40分未満」の階級の相対度数は，度数が 7なので

7
35
=
1
5
= 0:2

2年生の「30分以上 40分未満」の階級の相対度数が 0:2になるから，それ以外の階級の度数

の和の相対度数が 1¡ 0:2 = 0:8となる．2年生の人数を x人とすると

4 + 8 + 10 + 2
x = 0:8

24
x = 0:8

24 = 0:8x

x = 30

2年生の「30分以上 40分未満」の階級の度数は

30£ 0:2 = 6 (人)

Ans. j : 6; k : 30

#
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C
⑴ 7枚のカードから B; C; Dのどれかのカードを取り出す確率なので，求める確率は 3

7
．

⑵ 正三角形となる組合せは fA; C; Fg; fA; C; Hg; fA; F; Hgの 3通り．
袋から同時に 2枚を取り出す取り出し方は

(B;C); (B;D) ; (B;E); (B;F); (B;G); (B;H)

(C;D); (C;E); (C;F); (C;G); (C;H)

(D;E); (D;F); (D;G); (D;H)

(E;F); (E;G); (E;H)

(F;G); (F;H)

(G;H)

の 21通り．よって求める確率は 3
21
=
1
3
．

$

C
⑴ 4EAFと4CGHにおいて，仮定より

EA = CG ÝÝ①

EB Í DCより錯角の関係より

ÎAEF = ÎGCH ÝÝ②

AD Í HGより同位角の関係より

ÎCGH = ÎCDA ÝÝ③

EB Í DCより錯角の関係より

ÎEAF = ÎCDA ÝÝ④

③, ④より

ÎEAF = ÎCGH ÝÝ⑤

①, ②, ⑤より，1組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから4EAF ´4CGH．

⑵ ⑴より HGの長さは AFの長さと等しい．4EAFÍ4EBCであり，相似比は
1 : (1 + 3) = 1 : 4であるから，HG = 1

4
a cm．

⑶ 四角形 AHGDを上底が HG，下底が ADの台形と見たとき，HG = AF = bとすると
AD = 4b，高さを 2cとするとき台形の面積を S1 とすると

S1 =
1
2
£ (b+ 4b)£ 2c = 5bc

4EFDは FDを底辺と見ると FD = 3b，高さは cとなるから，面積を S2 とすると

S2 =
1
2
£ 3b£ c = 3

2
bc

よって求める比は

S2 : S1 =
3
2
bc : 5bc = 3 : 10

Kazuma MATSUDA



令和 5年度前期学力検査　数学　詳解 5

%

C
⑴ 三角形 ABCを底面と見て

1
2
£ 4£ 4£ 6 = 48 cm3

⑵ イ，エ

&
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C
⑴ パンフレット 1部の重さを x g，箱 1箱の重さを y gとするとT 14x+ y = 275 ÝÝ①

31x+ y = 530 ÝÝ②

②¡①より

17x = 255

x = 15

①より

y = 275¡ 14x = 275¡ 14£ 15 = 275¡ 210

= 65

Ans. パンフレット 1部 : 15 g; 箱 1箱 : 65 g

⑵ ① チラシ 30部を封筒に入れた重さは 4£ 30 + 16 = 120+ 16 = 136 g．グラフより料
金は 210 円．

② 140部を封筒 1枚に入れて送るときの料金亜 h，重さが 4£ 140 + 16 = 576 gより
580 円．
封筒 2枚に入れて送るとき，片方の封筒を 390円に抑える場合，最大で 500 gとなるから，
チラシを x部とすると

4x+ 16 = 500

4x = 484

x = 121

このと残りは 140¡ 121 = 19 部であるから，重さは 4£ 19 + 16 = 92 g．この封筒は
140 円で送ることができる．
よって，最も安くなるときの料金は 390 + 140 = 530 円．

'
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C
⑴ ① 点 Pは関数㋑上の点であるから，㋑の式に x = ¡2を代入して

y = ¡2£ (¡2)¡ 2 = 4¡ 2 = 2

よって P(¡2; 2)．関数㋐は点 Pを通るので，㋐の式に x = ¡2; y = 2を代入して

2 =
1
2
£ (¡2) + b

2 = ¡1 + b

b = 3

② b = 3よりV y = 12 x+ 3 ÝÝ㋐
y = x¡ 2 ÝÝ㋑

㋑を㋐に代入して

x¡ 2 = 1
2
x+ 3 両辺£ 2

2x¡ 4 = x+ 6

2x¡ x = 6+ 4

x = 10

㋑より

y = 10¡ 2 = 8

よって R(10; 8)．

③ 線分 SQを底辺，x軸方向を高さと見ると，SQ = 3¡ (¡2) = 5であるから

4PQR =4PQS+4RQS =
1
2
£ 5£ 2 +

1
2
£ 5£ 10 = 5 + 25

= 30

よって4PQRの面積を 2等分した面積は 15．

求める直線と直線 QRとの交点を Tとし，Tの x座標を Tx とすると (図 7.1 参照)

4PQS+4TQS = 15

5 +
1
2
£ 5£Tx = 15

5
2
Tx = 10

Tx = 4

Tx は㋒上の点なので，㋒の式に x = 4を代入すると
y = 4¡ 2 = 2

よって T(4; 2)．
求める直線は S(0; 3)を通るので y = ax+ 3と書ける．これが T(4; 2)を通るので

2 = 4a+ 3

4a = ¡1

a = ¡ 1
4

以上より，求める直線の式は y = ¡ 1
4
x+ 3．

図 7.1
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⑵ V y = 12 x+ b ÝÝ㋐
y = x¡ 2 ÝÝ㋒

㋐，㋒から yを消去すると

1
2
x+ b = x¡ 2 両辺£ 2
x+ 2b = 2x¡ 4

¡x = ¡2b¡ 4

x = 2b+ 4

すなわち，点 Rの x座標が 2b+ 4である (図 7.2 参照)．
SQ = b+ 2より

4SQR =
1
2
£ (b+ 2)£ (2b+ 4) = 11

(b+ 2)(b+ 2) = 11

b2 + 4b+ 4 = 11

b2 + 4b¡ 7 = 0

b =
¡4§

B

16 + 28
2

=
¡4§

B

44
2

=
4§ 2

B

11
2

= ¡2§
B

11

b > 0より b = ¡2 +
B

11．

図 7.2
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